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Toward the practice of music expression activities that foster children’s independence: 
Through practice of mock childcare and mutual evaluation in kindergarten teacher / 









































































































































科目名 履修年次 学習内容 
音楽 １年次前期 音楽理論および読譜指導 
器楽Ⅰ・器楽Ⅱ １年次前後期 基礎技能および伴奏（弾き歌い）技能の習得 
器楽Ⅲ ２年次通年 コード理論およびコード伴奏法（コード判別法を含む）、模擬保育実践① 
器楽Ⅳ ３年次通年 創作および即興演奏法、歌唱表現法、器楽合奏指導、模擬保育実践② 
器楽Ⅴ ４年次通年 リトミックの概論および指導法、就職試験対策、卒業演奏発表会等 
 



































１）保育のねらいは明確であったか 5 4 3 2 1 




5 4 3 2 1 
 ・子どものイメージを固定する、あるいは誘導するような発言はなかったか 5 4 3 2 1 
 ・子どもの発言や表現行動に対する声掛けは単調でなく具体的であったか 5 4 3 2 1 
 ・子どもが恥じらいや迷いを持たずに安心して自分なりの表現ができるよう配慮されていたか（受容） 5 4 3 2 1 
 ・子どもに対する言葉による指示や説明が多くなかったか（※ 少なかった→5） 5 4 3 2 1 
４）実践者（保育者）の様子として、笑顔や活動を楽しむ雰囲気が感じられたか 5 4 3 2 1 
５）実践者（保育者）の準備（実践への備え,身なり等も含め）は十分であったか 5 4 3 2 1 
６）子ども役は、あらかじめ伝えられた年齢や設定を踏まえて参加している様子であったか 5 4 3 2 1 









































































































  子どもの主体性を育む音楽表現活動の実践に向けて 39 
（躊躇なく自由な発想を広げることを促すため）と
いう理由がもう一つである。さらに、子どもに投げ
掛けた発問の後、すぐに次の言葉を発してしまうこ
とも禁則としている。模擬実践を行う学生の多くは
「間」が空くことを恐れ、これを嫌う傾向にある。
その思いからか、間を埋めるために次々と発言や発
問を畳みかけてしまうことが起こりやすく、結果と
して子どもが自由に想像を広げる時間や感覚的に味
わう時間、空想に耽る時間や自らの経験と繋ぎ合わ
せて思考を巡らすための時間が削がれてしまうので
ある。これらの一例のように、幼児の自由な発想や
表現を阻む恐れのある要素（発言等）を予め封じら
れることにより、模擬実践に臨む学生は予めこれを
回避すべく関わり方や言い回しを熟考していること
が、事後に提出される指導案からも読み取ることが
できる。スキルや感性の面で望ましい形を示し導く
指導よりも、具体的な禁則を設けることにより、こ
れらを回避するために望ましいあり方を検討する機
会を与える方法がより有効なアプローチではないか
と感じる。 
 
 
Ⅴ．今後の課題 
 
 保育者養成課程の学生を対象とした音楽表現を取
り扱う授業における模擬保育実践について、これま
での実践やその振り返りを通した指導の取り組み全
体を振り返った。時代の変化と共に、保育所保育指
針や幼稚園教育要領に示される幼児への関わりに関
する考慮点も少しずつ変化し、また大学生世代の育
ちや感覚も多様に変化する。しかし、幼児期の育ち
の姿そのものに大きな変化や進化が見られるかとい
うと、必ずしもそうではない。養成課程における指
導の在り方は、指導対象の学生の実態と幼児の育ち
の姿とを照らしながら、常に検討と改善を重ねてい
かなければならないことを改めて実感する。その上
で、今後の課題は次の通りである。 
 全体を俯瞰した今回の振り返りをもとに、今後は
評価シート（および観察シート）の記載内容を詳し
く分析することでさらに具体的な成果と課題を見出
したい。また、二ヵ年に渡り二度の実践を重ねてい
ることによる学習効果と課題を確認するため、対象
の学生を定めて追跡調査を行いたい。さらに、養成
課程での学びを終えて保育者として日々の実践に当
たる卒業生を対象に聞き取りを行うなどして、実践
の場に求められる指導の在り方についてもさらに検
討したい。 
 
 
注 
 
１. 汐見稔幸，無藤隆「＜平成30年施行＞保育所保育指針 幼
稚園教育要領 幼保連携型認定こども園教育・保育要領 
解説とポイント」ミネルヴァ書房，2018 
 
 
